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• アスリートの学びを重視
• 学ぶトピックの追加

スポーツのそばに、いつも信頼を。

2027Code変更点の主要なポイント

クリーンスポーツをつくる一員として、
ルールを正しく理解し、日々の行動につなげることが重要です。

3つの考え方に基づいた11のテーマ

ユースアスリートの保護や、汚染
への配慮など、安心して挑戦で
きる環境を整える。
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スポーツを支えるすべての人
が、クリーンで信頼できる環境
づくりをともに担う。

02

透明性の高い納得できる手続き
によって、スポーツへの信頼を
支える。

03

改定で重視された3つの考え方

アスリートを守る みんなで守る ルールと信頼を守る

● より良い教材・教育サポートのために
アスリートのリアルな声や経験をお聞かせください！
（約1分で回答できます）

より詳しい変更ポイントは

特設ページで
チェック！

アスリート向け

なぜアスリートにとって重要か？

アスリートを守る
教育体制強化

• 未成年、要保護者アスリートの権利を
守るためのルールの拡大

ユースアスリートの
権利尊重

• 意図せず禁止物質を摂取するリスクを重視
• 違反に対する対応や柔軟性の拡大

意図しない
ドーピングへの対応強化

• 過誤過失がない違反の情報公開に対
する同意確認追加

アスリートの権利や
名誉を守る仕組み強化

• サポートスタッフの教育義務化
•アスリートに対する注意喚起の義務化

サポートスタッフの
役割と責務が明確化

• 未成年アスリートの違反事案はサポート
スタッフも自動調査の対象に

違反の背後にいる
スタッフの調査強化

• クリーンなスポーツ環境づくりの当事
者としての役割強化

国や競技団体の
役割と責務の明確化

• 利害関係に左右されない公正なアン
チ・ドーピング体制の徹底・ルール化

アンチ・ドーピング活動の
中立性・独立性の強化

• 検査情報、医療情報、居場所情報の獲得
目的と保管期間、事前説明のルール設定

アスリートの個人情報の
より適切で安全な管理

• 未成年や要保護者の違反に関与した
サポートスタッフの制裁強化

組織的・悪質な
違反への厳格対応

• 必要な情報を適切にアンチ・ドーピン
グ機関が公開する役割が明確に

信頼を守る透明性の
ある情報公開

※随時更新中！ 定期的に確認しましょう
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※裏面参照

※裏面参照

※裏面参照 ※裏面参照

このリーフレットの情報が変更点全てではありません！

アンケートに
ご回答ください！
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スポーツがクリーンでフェアであり続けるために、アスリートとして
2027Code変更点を確認しよう！

アンチ・ドーピングの詳しいルールは
クリーンスポーツ・アスリートサイトで確認しましょう！
※2027年1月以降は2027Codeの内容に更新されます

RTP/TPアスリートは
居場所情報関連の変更点リーフレットを確認

居場所情報関連の変更点は
別のリーフレットでご案内します！

教育体制の
強化

未成年・
要保護者の
権利保護

アスリートの
名誉保護

厳格責任

個人情報の
保護強化

●「意図しないドーピングのリスク」や「クリーンスポーツの体系」が新たに学ぶ内容
に加わります

●より多くのアスリートに対して教育が行われる体制に変わります
● 教育は「受けるもの」から「自ら学ぶもの」に。自分を守るためにも積極的に学び
ましょう！

● 年齢などを考慮した、制裁の決定や制裁の情報公開に対する柔軟な対応が明
確化されます

● 未成年の違反に関与したスタッフは自動調査の対象になり、制裁が強化されます
● 未成年・要保護者のサポートスタッフ（指導者や保護者など）も教育を受けるこ
とが必須になります

●アスリートに過誤・過失が無い違反の場合、制裁公開時の氏名公表はアスリート
の同意が必要になります（非公表を希望できます）

● 体に摂り入れるものにアスリートが責任を持つこと（厳格責任）は変わりません
● 日頃の行動を事前にチェック・記録し、自身がクリーンであることを証明できるよ
うに備えましょう！

●アスリートの情報は、必要な範囲で管理することが重視・強化されます
●アスリートは情報収集の目的を事前に確認できます
● TUEや検査の記録など、情報の保管期間がルール化されます

クリーンなアスリートとして、手続きに関する変更も確認！

● 身分証明書として認められる証明書の要件が変わります
● 未成年や視覚障がい、知的障がいのあるアスリートの検査で、同伴者が物理的に同席
できない場合、遠隔（リモート）で同席することができるようになります

● TUEの申請方法などTUE申請に必要な情報がアンチ・ドーピング機関から必ず公開
され、確認できるようになります

● TUE申請時には診断と医学的根拠の提出が必要です
● TUEの手順や管理責任が明確になります。適切なタイミングや期限内にアスリート
が必要な確認や手続きを行わない場合、TUEを取消される可能性があります

●ドーピング検査の結果、違反が疑われる通知を受け取ったアスリートが不安になら
ないよう教育の機会が確保されます

●アンチ・ドーピング規則違反の対応や制裁の決定に対して、柔軟な対応が考慮されます

ドーピング
検 査

TUE
（禁止物質等の治療使用特例）
※日本語名が変わります

違反・制裁


